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平成2./川二(2012年)こう月16口

山=県知事 二井

岩国市良 良閏福

外務大lT 玄 菜 光･郎 様

米軍再編等に係る外務省の見解について(照会)
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平成】_8年5月､目米両政府により合意された｢再編実施のための目米ローーードマ

ップ(以下｢ロードマップ｣という｡).｣では､岩園基地には､惇木基地より空母艦
載機59機の移駐及びそれに伴う米軍人･家族等約4千人の移転､さらには､普天

間基地から空巾給油機1_2機の移粧などが盛り込まれており､地元にとっては､大

変大きな負担を引き受ける内容となっ■ている｡

I._.j川県及び岩･国市は､これまで国から､米軍再編の臼的は､抑止カク)維持と沖縄

を中心とする地元負担の軽減であり､佃別の再編案は統一-イl勺なパッケージであると

の説明を受けてきたことから､｢これ以上の負担増は認められない｣｢普天間基地移

設の見通L.が立たないうちに､空母艦載機の移粧のみを切り離して進めることは認

められない｣との基本スタンスぴ)もと､国の外交･防衛政策を尊垂し､これに協力

する姿勢で対応してきたところである｡

こうした申､去る2月6日､突然､グアムに移転するとされていた在沖縄梅兵隊

の"-一一部を岩国基地に移転させることを甘本政府に打診していた旨の弗遣がされたこ

とから､2月13田こ貴職に対し､断同反対の地元の明確な意思を伝えたところ､

岩国への移転は明確に否定され､また､その後の関係閣僚会合等でも｢岩国に移転

させる考えはない｣という政栂‥方針は明確にされたところである(j

さらに､去る3月15日には､外務･防衛両大臣政務官が来県され､その際の御

説明により､米側の意向としても淘兵隊を岩国へ追加的に移転させることにはなら

ないということが確認できたと考えている｡

しかしながら､2月8日のr'打口米軍再編に関する日米共同報道発表｣において､

これまでロードマップにおいて､仰狛こ緯びついているとされていた海兵隊♂)グア

ム移転及び嘉手納以南の十地の返還と普大間基地移設を切り離すことについて､公

式な議論を開始するとされ､規在､ロードマップの見直しに係る日米協議が巡めら

れており､また､鹿児島県の馬毛島が検討対象とされている恒常的な空母艦載機離

発着訓練施設･(以下｢恒常的なFCLP施設｣という｡)の整備の見通しも立って

いない状況である｡








